





























































































































































































































１年次 ２年次 ３年次 ４年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
必修教育機関数 102 85 75 34 22 12 2 1
教育機関の割合（％） 82.3 68.5 60.5 27.4 17.7 9.7 1.6 0.8
選択教育機関数 5 11 16 11 9 4 4 3
教育機関の割合（％） 4 8.9 13 8.9 7.3 3.2 3.2 2.4
 表４　教育機関種別による英語教育の目的 n＝124
大学 短期大学 専門学校 計
リスニング力の強化 19 （95.0） 5 （71.4） 72 （74.2） 96 （55.6）
一般的英会話能力の強化 17 （85.0） 4 （57.1） 90 （92.8） 111 （89.5）
医療現場で使用する英会話能力の習得・強化 13 （65.0） 6 （85.7） 92 （94.8） 111 （89.5）
英語文章の読解力の強化 20 （100.0） 4 （57.1） 68 （70.1） 92 （74.2）
医療関連文章の読解力の習得・強化 13 （65.0） 5 （71.4） 61 （62.9） 79 （63.7）
時事英語力の強化 7 （35.0） 1 （14.3） 16 （16.5） 24 （19.4）
一般的スピーチ・プレゼンテーション能力の習得・強化 12 （60.0） 3 （42.9） 28 （28.9） 43 （34.7）
英語論文作成に関する能力の習得 6 （30.0） 1 （14.3） 4 （4.1） 11 （8.9）
対象数 20 7 97 124
※（　）内は対象数に対する％を示す
 表５　教育機関種別における教授内容 n＝124
大学 短期大学 専門学校 計
一般英会話 20 （100.0） 5 （71.4） 87 （93.5） 112 （90.3）
看護要素を含む内容 17 （85.0） 5 （71.4） 91 （94.8） 113 （91.1）
看護に特化した内容 10 （50.0） 4 （57.1） 37 （43.0） 51 （41.1）
看護ではないが医学的要素を含む内容 15 （75.0） 4 （57.1） 80 （87.9） 99 （79.8）
看護ではないが医学的に特化した内容 5 （40.0） 2 （28.6） 28 （33.7） 35 （28.2）
その他看護に関連した内容を広く含む内容（保健・福祉など） 10 （50.0） 4 （57.1） 26 （16.5） 40 （32.3）
海外看護論文（テキスト含む）の読解 8 （60.0） 2 （28.6） 10 （11.4） 20 （16.1）
海外看護論文の作成 0 （0.0） 1 （16.7） 0 （0.0） 1 （0.8）




大学 短期大学 専門学校 全体
一般英会話 4.6 （0.5） 4.7 （0.5） 4.1 （0.8） 4.2 （0.8）
看護要素を含む内容 4.2 （0.9） 4.7 （0.5） 4.4 （0.6） 4.4 （0.6）
看護に特化した内容 3.7 （0.9） 4.7 （0.5） 3.7 （0.8） 3.7 （0.9）
看護ではないが医学的要素を含む内容 3.9 （1.1） 3.8 （1.0） 4.0 （0.6） 4.0 （0.7）
看護ではないが医学的に特化した内容 3.4 （1.0） 3.3 （1.2） 3.4 （0.8） 3.4 （0.8）
その他看護に関連した内容を広く含む内容（保健・福祉など） 3.8 （0.8） 3.7 （0.5） 3.1 （0.8） 3.6 （0.8）
海外看護論文（テキスト含む）の読解 4.0 （1.0） 3.8 （0.8） 2.3 （0.9） 3.2 （1.0）
海外看護論文の作成 2.7 （0.9） 2.5 （1.0） 2.3 （0.9） 2.4 （0.9）
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「看護ではないが医学的に特化した内容」「その他看護
に関連した内容を広く含む内容（保健・福祉など）」
「海外看護論文（テキスト含む）の読解」「海外看護論
文の作成」の必要性の認識について調査した。これら
の教育機関別の認識（５件法）の回答について平均点
を表６に示した。教授内容に関して教育機関全体では
「看護要素を含む内容」4.4点、「一般英会話」4.2点と
必要性の認識が高く、「海外看護論文の作成」が2.4点
と低かった。大学が、短期大学・専門学校より必要性
の認識が高いのは、「海外看護論文（テキストを含む）
の読解」「海外看護論文の作成」「その他看護に関連し
た内容を広く含む内容（保健・福祉など）」であった。
Ⅳ．考察
基礎教育機関では、主要な必修科目として語学の中
で、英語が教授されており、他語学は選択科目として
大学で教授されている。単位数も専門学校より大学が
多い傾向にあり、大学教育の中で英語教育が重視され
ていることがわかる。学習時期については、１・２年
次が多く、これは卒業時には国家試験の受験が控えて
いることから、国家試験関連科目へ学習が集中するこ
と、さらには英語が一般教養と捉えられていることか
ら１・２年次に設定されていることがうかがえた。４
年間継続して、英語科目を設定している教育機関はな
かった。
単位数の設定では、大学と専門学校では、平均２単
位以上も差があり、英語に関する学習に量的な差があ
ることがわかる。看護師の看護基礎教育機関により、
英語教育に関する学習内容も異なっていることがわか
った。専門学校では、看護師の英語教育に関するニー
ズ1）にもあるよう、一般英会話能力の強化を目的に含
んでいる機関が90％を起え、より実践的な立ち場から
の英語教育をしているといえる。一方大学では、読解
力の強化やプレゼンテーション能力の習得など、より
研究者的立ち場からの英語教育をしているといえる。
しかし今回の調査では、授業目的・内容に含まれるか
否かを調査しているのみであり、授業のレベルの詳細
は不明確である。看護基礎教育における今後の英語授
業内容の必要性に関する認識では、大学・短期大学・
専門学校ともに、授業内容に「海外論文の読解」「海外
論文の作成」の必要性を認識しているという結果であ
った。これらのことから、看護基礎教育の中でも、大
学と短期大学・専門学校により実施されている英語教
育に、量的だけでなく質的に差が生じているものの、
英語教育への期待は同様であることが推察される。し
かし、現状においては、大学が看護基礎教育の中にお
いて、英語教育のリーダーシップおよび重責を担って
いるといえる。
現在大学卒業の看護師は20％2）近いとのデータもあ
る。しかし実際のＡ県の調査5）では、大卒看護師の割
合は５～ 20％であり、殆どの病院が５％未満であっ
た。これは大卒看護師が増加しつつあるものの、地域
や病院規模により格差があり、多くの臨床の現場を専
門学校卒業の看護師が支えていることを示している。
先行研究による看護師の英語教育に関するニーズの調
査1）では、調査対象の臨床看護師の大半が、専門学校
の卒業者であった。看護基礎教育機関の種別により、
英語教育が異なるため、培ちかわれてきた能力にも違
いがあると考えられる。今後、大学卒業の看護師が増
加することが予測されるが、現在専門学校卒業の臨床
看護師が大半である。臨床看護師の大学院進学への希
望、海外での活動への志向が、増えていることが指摘
されている5・3）。高度専門技術者の育成を主眼におい
た大学院の設立など、医療全体もこれまでの経験を活
かした教育や研究への取り組みがのぞまれている。臨
床で経験を積んだ専門学校卒業の看護師が、大学院へ
の進学、教育や研究の場、海外で活躍するためには、
英語能力の強化が必要である。今回明らかとなった、
看護基礎教育機関種別による英語教育の違いを、さら
に詳細に検討する必要がある。そして、専門学校にお
ける英語教育終了後に、大学との英語教育の差を埋め
るような、教育システムを検討していくことが必要で
ある。このことは、海外で活躍する人材を広く育成す
ることにも繋ながるのみでなく、看護の教育および研
究に、実践の経験が活かされることにも繋がるのでは
ないだろうか。
結語
今回の調査結果から、以下の特筆すべき点が明らか
となった。
１ ．看護基礎教育の中での語学教育は、英語が中心で
あり、特に専門学校では１・２年次のみの教授であ
り、継続して学習していく履修設定となっていな
い。
２ ．看護基礎教育機関の種別により、英語科目の学習
は量的・質的に特徴があり、大学教育が看護基礎教
口元志帆子　竹内久美子54
育の中で重要な役割を担っている。
３ ．臨床看護師の大半は、専門学校卒業であるため、
広く現在の実践経験を活かして、教育・研究に携わ
る、大学院への進学、海外で活躍する人材の育成を
考えると、専門学校卒業後に大学教育との英語学習
の量的・質的な差を埋める、システムが必要であろ
う。
研究調査の限界と課題
今回の調査では、調査対象教育機関477機関に対し
て、回答数124機関（26.0％）であった。このため十
分に全国の状況を反映する結果に至らなかった。今後
は、今回得られたデータを基に、より具体的に英語教
育について内容が明らかとなるよう調査していくこと
が課題である。また英語教育の中で、教育内容や方法
を研究的に実践し、その教育の成果を測定している報
告7）などもあるため、今後看護基礎教育としての特徴
的な教育プログラムの成果についても検討していくこ
とが課題である。
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